
水道事業会計
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収入予算の概要 
【水道事業会計】 
収益的収入 
款１   水道事業収益 項１ 営業収益 目１ 給水収益 節１ 水道料金   

令和 4年度当初予算額 ２，６４４，４００千円 令和 3年度当初予算額 ２，６４４，１８０千円 令和 2年度決算額 ２，５５７，３６３千円 

概要 市民生活に欠くことの出来ない水道水を安全に安定して供給するための財源として、水道料金を使用者から徴収するもの

です。 

調定件数 ４１３，４００件（見込） 担当課 上下水道経営課  
資本的収入 
款１   資本的収入 項１ 企業債 目１ 企業債 節１ 企業債   

令和 4年度当初予算額 ６００，０００千円 令和 3年度当初予算額 ６００，０００千円 令和 2年度決算額 ３５０，０００千円 

概要 建設事業に必要な資金を調達するために借り入れる長期借入金です。 

施設の耐震化や老朽化した配水管の更新事業等に必要な資金を確保するために新規で借り入れするものです。 

なお、令和４年度末の企業債残高見込額は、３，０９０，６７８千円です。 担当課 上下水道経営課  
款１   資本的収入 項２ 国庫支出金 目１ 国庫補助金 節１ 国庫補助金   

令和 4年度当初予算額 １０，６００千円 令和 3年度当初予算額 ２,６５０千円 令和 2年度決算額 ０千円 

概要 西武第一配水池建替工事（２カ年継続事業）を行うための生活基盤施設耐震化等補助金です。交付率は１/４です。 

令和３年度   ２,６５０千円 

令和４年度 １０,６００千円 

  総 額  １３,２５０千円 

担当課 水道施設課 

（Ｒ３上下水道整備課）   



事業概要

調書

（　）内は前年度分 伸　率 ﾍﾟｰｼﾞ

（収益的収支） （業務予定量）

　給水戸数　　　　　　　　　　　　　　　　69,200戸

　水道事業収益 3,291,831 3.91% 　年間総給水量　　　　　　　　　　　　16,197,900㎥

(3,167,941) 　１日平均給水量　　　　　　　　　　　　　44,378㎥

　水道事業費用 2,847,427 -9.25%

(3,137,533) （主要事業）

　漏水調査業務委託 12,100 水道施設課（上下水道管理課） 262

（資本的収支） 　西武第一配水池建替工事 総額   540,100 水道施設課（上下水道整備課） 263

　　　　　（令和３・４年度の継続事業） R.4    270,050

　資本的収入 730,996 1.58% ◎ 　鍵山浄水場改修工事 総額 　236,628 水道施設課（上下水道管理課） 264

(719,616) 　　　　　（令和４・５年度の継続事業） R.4  　118,314

　資本的支出 2,469,702 8.92% 　扇町屋配水場改修工事 総額 1,221,000 水道施設課（上下水道管理課） 265

(2,267,515) 　　　　　（令和３・４年度の継続事業） R.4  　610,500

　入間台加圧場改修工事 総額   391,000 水道施設課（上下水道管理課） 266

　　　　　（令和３・４年度の継続事業） R.4 　 195,500

　硬質塩化ビニル管布設替事業 272,921 水道施設課（上下水道整備課） 267

　入間ヶ丘団地内配水管布設替工事（第三工区） 総額　 160,622 水道施設課（上下水道整備課） 268

　　　　　（令和３・４年度の継続事業） R.4     80,311

◎ 　武蔵藤沢台団地内配水管布設替工事 総額　 199,408 水道施設課（上下水道整備課） 269

　　　　　（令和４・５年度の継続事業） R.4 　  99,704

令和４年度　掲載事業一覧（水道事業会計）

（単位：千円）

款
総　予　算　額 対前年度比 主　な　事　業　内　容

事業費
担当課

※（　）内はＲ３担当課
◎印は新規事業

261
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事業概要調書 

【水道事業会計】        上下水道部 水道施設課（Ｒ３担当課：上下水道部 上下水道管理課） 

款 水道事業費用 項 営業費用 目 02 配水費 新規・継続  ③市民参加の実施の有無とその内容 

 なし 

 

 

事 業 名 漏水調査業務委託 

令和 4年度当初予算 

事業費総額 
１２,１００千円 

令和 3年度当初予算 

事業費総額 
１１,０００千円  

 

 

④

事

業

費

及

び

財

源

等 

 

 

収 

 

入 

款 款 名 称 細 節 名 称 予算額（千円） 

令和 3年度補正後予算 

事業費総額（12月末現在） 
     

令和 2年度決算 

事業費総額 
１１,５５０千円 

根 拠 法 令 等 水道法 

①事業の概要（事業の目的・効果、提案に至った経緯、理由等） 

 有収率向上対策の一環として市内全域を３年間で一周する漏水調査を実施し、漏

水の早期発見に努めています。令和４年度の調査区域は豊岡、金子地区を実施しま

す。 

 

（業務内容） 

  漏水調査業務委託（豊岡、金子地区） 

調査距離：143.2km 

   調査戸数：14,522戸 

 

②他自治体の類似する政策等（他の自治体の類似する政策等との比較検討） 

 他の自治体においても、同様の事業を行っています。 

 

 

 

 

 

 

計  

 

 

支 

 

出 

節 細節 細 節 名 称 予算額（千円） 

12 

 

 

 

 

 

－ 漏水調査業務委託 12,100 

計 12,100 

⑤その他（その他必要事項及び添付資料） 

 なし 
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事業概要調書 

【水道事業会計】        上下水道部 水道施設課（Ｒ３担当課：上下水道部 上下水道整備課） 

款 資本的支出 項 建設改良費 目 02 配水場建設費 新規・継続  ③市民参加の実施の有無とその内容 

 なし 

 

 

事 業 名 西武第一配水池建替工事 

令和 4年度当初予算 

事業費総額 
２７０,０５０千円 

令和 3年度当初予算 

事業費総額 
２７０,０５０千円  

 

 

④

事

業

費

及

び

財

源

等 

 

 

収 

 

入 

款 款 名 称 細 節 名 称 予算額（千円） 

令和 3年度補正後予算 

事業費総額（12月末現在） 
 01 

01 

資本的収入 

資本的収入 

企業債 

国庫補助金（生活基盤施

設耐震化等補助金） 

182,300 

10,600 
令和 2年度決算 

事業費総額 
０千円 

根 拠 法 令 等 水道法 

①事業の概要（事業の目的・効果、提案に至った経緯、理由等） 

西武第一配水池は建設から４５年が経過し老朽化していること、また、耐震性能

も低いと考えられること、更には寺竹配水場の稼動に伴い、既存の配水池（容量２,

０００㎥）よりも容量を縮小できることから配水池の建て替え工事を行うもので

す。耐震性能を有する配水池に建て替えることにより、大規模な地震が発生した場

合でも被害を最小限に抑え安定給水を図ることが出来ます。工期は令和３年１０月

から令和５年３月までの２カ年の継続事業で工事を実施します。 

（継続事業費）540,100千円  令和 3年度 270,050千円 

令和 4年度 270,050千円 

（工事内容） 

・配水池建設（容量 1,325㎥） 1棟 

 

②他自治体の類似する政策等（他の自治体の類似する政策等との比較検討） 

 他の自治体においても、同様の工事を行っています。 

 

 

 

計 192,900 

 

 

支 

 

出 

節 細節 細 節 名 称 予算額（千円） 

01 

02 

 

 

 

 

― 

― 

西武第一配水池建替工事 

西武第一配水池建替工事監理業

務委託 

264,000 

6,050 

計 270,050 

⑤その他（その他必要事項及び添付資料） 

 なし 
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事業概要調書 

【水道事業会計】        上下水道部 水道施設課（Ｒ３担当課：上下水道部 上下水道管理課） 

款 資本的支出 項 建設改良費 目 03 浄水場改良費 新規・継続  ③市民参加の実施の有無とその内容 

 なし 

 

 

事 業 名 鍵山浄水場改修工事 

令和 4年度当初予算 

事業費総額 
１１８，３１４千円 

令和 3年度当初予算 

事業費総額 
０千円  

 

 

④

事

業

費

及

び

財

源

等 

 

 

収 

 

入 

款 款 名 称 細 節 名 称 予算額（千円） 

令和 3年度補正後予算 

事業費総額（12月末現在） 
     

令和 2年度決算 

事業費総額 
０千円 

根 拠 法 令 等 水道法 

①事業の概要（事業の目的・効果、提案に至った経緯、理由等） 

鍵山浄水場は、昭和３３年に竣工し、平成１９年３月の大規模改修以来、１５年

が経過し、ポンプ設備や計装機器等が耐用年数を迎えたことから、計画的な改修を

行うものです（想定耐用年数は機器により差はありますが、今回の改修対象機器は

概ね１０～１５年です）。 

工事については令和４・５年度の２カ年の継続事業で実施します。 

（継続事業費） 236,628千円   令和 4年度 118,314千円 

令和 5年度 118,314千円 

（工事内容） 

主な更新設備 

   機械設備（水中ポンプ・撹拌機等：平成 19年設置） 

 

②他自治体の類似する政策等（他の自治体の類似する政策等との比較検討） 

 他の自治体においても、同様の工事を行っています。 

 

 

 

 

計  

 

 

支 

 

出 

節 細節 細 節 名 称 予算額（千円） 

01 

02 

 

 

 

 

― 

― 

鍵山浄水場改修工事 

鍵山浄水場改修工事監理業務委託 

112,044 

6,270 

計 118,314 

⑤その他（その他必要事項及び添付資料） 

 なし 
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事業概要調書 

【水道事業会計】        上下水道部 水道施設課（Ｒ３担当課：上下水道部 上下水道管理課） 

款 資本的支出 項 建設改良費 目 04 配水場改良費 新規・継続  ③市民参加の実施の有無とその内容 

 なし 

 

 

事 業 名 扇町屋配水場改修工事 

令和 4年度当初予算 

事業費総額 
６１０，５００千円 

令和 3年度当初予算 

事業費総額 
６１０，５００千円  

 

 

④

事

業

費

及

び

財

源

等 

 

 

収 

 

入 

款 款 名 称 細 節 名 称 予算額（千円） 

令和 3年度補正後予算 

事業費総額（12月末現在） 
     

令和 2年度決算 

事業費総額 
０千円 

根 拠 法 令 等 水道法 

①事業の概要（事業の目的・効果、提案に至った経緯、理由等） 

扇町屋配水場は、昭和４９年１２月に竣工し、平成７・８年度の改修以来２５年

が経過し、老朽化が進んでいます。設備機器の耐用年数を迎えたことから、今後も

安定的な給水を継続するため、最新の設備機器へ更新するものです（想定耐用年数

は機器により差はありますが２０～３０年です）。 

工事については令和３・４年度の２カ年の継続事業で実施します。 

（継続事業費） 1,221,000千円   令和 3年度 610,500千円 

令和 4年度 610,500千円 

（工事内容） 

主な更新設備 

   配水ポンプ（平成 7年度設置） 

   受変電・動力設備（平成 7年度設置） 

   自家用電気発電設備（昭和 48年度設置） 

（自家用電気発電設備室建設を含む）  

②他自治体の類似する政策等（他の自治体の類似する政策等との比較検討） 

 他の自治体においても、同様の工事を行っています。 

 

計  

 

 

支 

 

出 

節 細節 細 節 名 称 予算額（千円） 

01 

02 

 

 

 

 

― 

― 

扇町屋配水場改修工事 

扇町屋配水場改修工事監理業務委

託 

600,000 

10,500 

計 610,500 

⑤その他（その他必要事項及び添付資料） 

 なし 
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事業概要調書 

【水道事業会計】        上下水道部 水道施設課（Ｒ３担当課：上下水道部 上下水道管理課） 

 

款 資本的支出 項 建設改良費 目 05 加圧場改良費 新規・継続  ③市民参加の実施の有無とその内容 

 なし 

 

 

事 業 名 入間台加圧場改修工事 

令和 4年度当初予算 

事業費総額 
１９５，５００千円 

令和 3年度当初予算 

事業費総額 
１９５，５００千円  

 

 

④

事

業

費

及

び

財

源

等 

 

 

収 

 

入 

款 款 名 称 細 節 名 称 予算額（千円） 

令和 3年度補正後予算 

事業費総額（12月末現在） 
     

令和 2年度決算 

事業費総額 
０千円 

根 拠 法 令 等 水道法 

①事業の概要（事業の目的・効果、提案に至った経緯、理由等） 

入間台加圧場は、平成７年の竣工後、２５年が経過し、設備機器の耐用年数を迎

えたことから、今後も安定的な給水を継続するため、最新の設備機器へ更新するも

のです（想定耐用年数は機器により差はあります。水中ポンプは概ね１５年、電気

設備は２０～３０年です）。 

工事については令和３・４年度の２カ年の継続事業で実施します。 

（継続事業費） 391,000千円    令和 3年度 195,500千円 

令和 4年度 195,500千円 

（工事内容） 

主な更新設備 

   配水ポンプ（水中ポンプ：平成 19年度更新） 

   受変電・動力設備（平成 6年度設置） 

   自家用電気発電設備（平成 6年度設置）  

 

②他自治体の類似する政策等（他の自治体の類似する政策等との比較検討） 

 他の自治体においても、同様の工事を行っています。 

 

計  

 

 

支 

 

出 

節 細節 細 節 名 称 予算額（千円） 

01 

02 

 

 

 

 

― 

― 

入間台加圧場改修工事 

入間台加圧場改修工事監理業務委

託 

 

190,000 

5,500 

計 195,500 

⑤その他（その他必要事項及び添付資料） 

なし 
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事業概要調書 

【水道事業会計】        上下水道部 水道施設課（Ｒ３担当課：上下水道部 上下水道整備課） 

款 資本的支出 項 建設改良費 目 06 配水管改良費 新規・継続  ③市民参加の実施の有無とその内容 

 なし 

 

 

事 業 名 硬質塩化ビニル管布設替事業 

令和 4年度当初予算 

事業費総額 
２７２,９２１千円 

令和 3年度当初予算 

事業費総額 
３０４,７３３千円  

 

 

④

事

業

費

及

び

財

源

等 

 

 

収 

 

入 

款 款 名 称 細 節 名 称 予算額（千円） 

令和 3年度補正後予算 

事業費総額（12月末現在） 
 01 資本的収入 企業債 160,300 

令和 2年度決算 

事業費総額 
２１９,０３２千円 

根 拠 法 令 等 水道法 

①事業の概要（事業の目的・効果、提案に至った経緯、理由等） 

短期耐震化計画（老朽管布設替計画）に基づき、昭和４０年代から昭和５０年代

に布設された硬質塩化ビニル管をダクタイル鋳鉄管に布設替えを行うものです。令

和４年度は約２,７２５ｍ（単年度事業分約１,６７５ｍ、継続事業分約１,０５０

ｍ）の工事を実施します。 

（工事内容） 

・市道Ａ３８５・Ａ３８６号線配水管布設替工事 L＝233ｍ 

  ・市道Ｆ１９６号線外２路線配水管布設替工事 L＝385ｍ 

・市道幹１８号線配水管布設替工事 L＝233ｍ 

・市道幹５６号線配水管布設替工事 L＝413ｍ 

・市道Ｃ２０・Ｃ２３号線外３路線配水管布設替工事 L＝411ｍ  

・市道幹３４・幹４０号線配水管布設替工事 

（令和 3・4年度継続事業）L=1,050ｍ 

 

②他自治体の類似する政策等（他の自治体の類似する政策等との比較検討） 

 他の自治体においても、同様の工事を行っています。 

 

計 160,300 

 

 

支 

 

出 

節 細節 細 節 名 称 予算額（千円） 

01 

 

 

 

 

 

― 硬質塩化ビニル管布設替事業 272,921 

計 272,921 

⑤その他（その他必要事項及び添付資料） 

 なし 
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事業概要調書 

【水道事業会計】        上下水道部 水道施設課（Ｒ３担当課：上下水道部 上下水道整備課） 

款 資本的支出 項 建設改良費 目 06 配水管改良費 新規・継続  ③市民参加の実施の有無とその内容 

 なし 

 

 

事 業 名 入間ヶ丘団地内配水管布設替工事（第三工区） 

令和 4年度当初予算 

事業費総額 
８０,３１１千円 

令和 3年度当初予算 

事業費総額 
８０,３１１千円  

 

 

④

事

業

費

及

び

財

源

等 

 

 

収 

 

入 

款 款 名 称 細 節 名 称 予算額（千円） 

令和 3年度補正後予算 

事業費総額（12月末現在） 
 01 資本的収入 企業債 9,500 

令和 2年度決算 

事業費総額 
０千円 

根 拠 法 令 等 水道法 

①事業の概要（事業の目的・効果、提案に至った経緯、理由等） 

 入間ヶ丘団地内における昭和４４年から昭和４５年に布設された全長約４,００

０ｍの硬質塩化ビニル管をダクタイル鋳鉄管に布設替えを行うものです。当該工区

では施工区間延長１,２８５ｍ（管布設延長１,２８５ｍ）の布設替工事を行います。

工期は令和３年８月から令和５年３月までの２カ年の継続事業で工事を実施しま

す。 

（継続事業費）160,622千円  令和 3年度 80,311千円 

令和 4年度 80,311千円 

（工事内容） 

   管布設延長：1,285ｍ、管種：ダクタイル鋳鉄管 

   口径別延長：φ75 765ｍ、φ100 520ｍ 

給水対象戸数：116戸 

（全体計画） 

第一工区から第三工区に分け令和 4年度まで実施。 

第一工区（平成 29・30年度実施） 

第二工区（令和元・2年度実施） 

②他自治体の類似する政策等（他の自治体の類似する政策等との比較検討） 

 他の自治体においても、同様の工事を行っています。 

計 9,500 

 

 

支 

 

出 

節 細節 細 節 名 称 予算額（千円） 

01 

 

 

 

 

 

― 入間ヶ丘団地内配水管布設替工

事（第三工区） 

80,311 

計 80,311 

⑤その他（その他必要事項及び添付資料） 

 なし 
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款 資本的支出 項 建設改良費 目 06 配水管改良費 新規・継続  ③市民参加の実施の有無とその内容 

 なし 

 

 

事 業 名 武蔵藤沢台団地内配水管布設替工事 

令和 4年度当初予算 

事業費総額 
９９,７０４千円 

令和 3年度当初予算 

事業費総額 
０千円  

 

 

④

事

業

費

及

び

財

源

等 

 

 

収 

 

入 

款 款 名 称 細 節 名 称 予算額（千円） 

令和 3年度補正後予算 

事業費総額（12月末現在） 
 01 資本的収入 企業債 90,600 

令和 2年度決算 

事業費総額 
０千円 

根 拠 法 令 等 水道法 

①事業の概要（事業の目的・効果、提案に至った経緯、理由等） 

武蔵藤沢台団地内における昭和４９年に布設された全長約１,４４７ｍの硬質塩

化ビニル管をダクタイル鋳鉄管に布設替えを行うものです。工期は令和４年１１月

から令和６年２月までの２カ年の継続事業で工事を実施します。 

（継続事業費）199,408千円  令和 4年度 99,704千円 

令和 5年度 99,704千円 

（工事内容） 

    管布設延長：1,447ｍ、管種：ダクタイル鋳鉄管 

   口径別延長：φ75 366ｍ、φ100 1,081ｍ 

給水対象戸数：113戸 

 

 

 

 

②他自治体の類似する政策等（他の自治体の類似する政策等との比較検討） 

 他の自治体においても、同様の工事を行っています。 

計 90,600 

 

 

支 

 

出 

節 細節 細 節 名 称 予算額（千円） 

01 

 

 

 

 

 

― 武蔵藤沢台団地内配水管布設替

工事 

99,704 

計 99,704 

⑤その他（その他必要事項及び添付資料） 

 なし 


